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１ 投 稿 資 格 ･内 容  本誌は，電子ジャーナルとして医学会ホームページ上にて会員に公開又は本学機関リポジ

トリに収録し，一般公開する．投稿は原則として当該年度分の年会費を納入している横浜市

立大学医学会会員に限る．（ただし，共著者に投稿資格を満たした会員がいる場合は受け付

ける．）生物学・医学の進歩発展に寄与する独自性のあるもので，他誌に発表されていない

内容のものに限る． 
２ 原 稿 の 種 類 原著，症例報告，総説（和文），資料，統計，トピックスなど．（原稿の表紙に明記のこと） 
３ 倫理面での配慮など 
  １）臨床研究など人体材料を用いた研究では，研究を行った施設・機関の倫理委員会あるいはこれに相当する委

員会等で審査され承認を受けていることを本文末尾に明記する．症例報告についても同様であるが，論文作

成に際しては特に患者本人の特定が出来ないように最大限配慮をすることとする．なお，上記の倫理委員会

等の審査機構が設置されていない施設・機関での研究内容はヘルシンキ宣言（ヒトにおける生物学医学研究

にたずさわる医師のための勧告）に沿って行うこととし，これを本文末尾に明記する． 

  ２）実験動物を使用した研究においては，研究を行った施設・機関の動物実験倫理委員会あるいはこれに相当す

る委員会等で審査され承認を受けていることを本文末尾に明記する． 
  ３）組み換えＤＮＡを用いた研究においては，定められた法規に従って研究を行ったこと，ならびに然るべき委

員会で承認を受けていることを本文末尾に明記する． 
４ 投 稿 手 続 き 

  投稿手続きは下記に従う． 

   1）投稿は，横浜市立大学医学会ホームページ(http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/~igakukai/)の「横浜医 

学」投稿規定画面にアクセスし,「投稿原稿作成フォーマット」「投稿原稿概要」「論文投稿にあたっての

誓約書」の 3 種をダウンロードして作成し, E メールの添付書類として横浜市立大学医学会事務局メール

アドレス（gushin@yokohama-cu.ac.jp）に送信する. 

 ① 「論文投稿にあたっての誓約書」については，筆頭著者および共同著者全員からの署名と日付を 

   記する． 

 ② 各ファイルは必ず著者名を付したファイル名とし，拡張子もつける(例：横浜太郎-投稿原

稿.docx，横浜太郎-図 1.jpg など).「投稿原稿概要」にリスト一覧を記載する． 

 ③ 添付ファイルが 10MB を超える場合は，縮小あるいは複数のメールに分割して送信する． 

５ 執 筆 規 定 

  １）和 文 

   ａ）提 出 仕 様 ① A4 判横書きとし，11 ポイント以上の文字（1 頁 1,200 字，30 行程度）を使用． 
           ② 原稿は表紙，和文要旨，本文，引用文献，Abstract（資料には不要），図・表・写真の 

説明文，図・表・写真により構成される． 
   ｂ）記 載 順 序 ① 表紙：原稿の種類，和文題名，著者名，所属名，20 字程度のランニングタイトル， 
             内容検索用 Key words（5 語程度とし，日本語・英語併記），図・表・写真の枚数， 
             連絡先（勤務先住所，勤務先名称・所属）. 

           ② 和文要旨（600 字程度，結論に代える） 
           ③ 本文（原著は 16,000 字，症例報告は 12,000 字程度まで．図，表，写真は各 1 枚を 400 
             字としてその中に含む．総説はこの限りではない．） 
           ④ 利益相反（COI） 
           ⑤ 引用文献 
           ⑥ Abstract（英語 300 単語程度で） 
             英文題名（大文字），ローマ字著者名（例：Taro T      ），英文所属名 
             Native Speaker の校閲済サインを必要とする．サインのない場合には有料にて医学会 
             が然るべき校閲者に依頼する． 
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           ⑦ 図・表・写真の説明文 

           ⑧ 図・表・写真（表は Word または Excel，図・写真は JPEG，GIF，TIFF，PowerPoint 形 

             式で作成する．） 
   ｃ）本文の形式 ① 原著の項目 
             緒言（はじめに），材料および方法，結果，考察の順を原則とする． 
           ② 各項目の細分は次の通りとする． 
             Ⅰ，Ⅱ，…，A，B，…，1，2，…，a，b，…，(1)，(2)，…， 
   ｄ）書体・用語 ① 現代仮名使いの平仮名，当用漢字を用い，十分に推敲した原稿とする． 
           ② 句読点（「．」「，」に統一），カッコは正確に 1 文字分として数える． 
             「,」「.」「:」「;」は半角, 文章中は「,」「.」「:」「;」の後に半角スペースを入れる. 

           ③ 数字，単位，欧文はすべて半角文字とし，数値と単位記号のあいだには半角スペースを 

入れる． 

           ④ カタカナは全角文字とする． 
           ⑤ 改行マークは段落の最後のみとし，行ごとにはつけない． 
           ⑥ 学名は必ず 2 命法により，イタリック体で記載する． 
           ⑦ 術語は各学会の用語集に従う．また日本医学会の用語辞典に準ずることが望ましい. 
             日本医学会医学用語辞典 URL＜http://jams.med.or.jp/dic/mdic.html＞ 
    参考文献 藤田浄秀 横浜医学第 69 巻 4 号 P597～ 
     「解剖学用語 改訂第 13 版に対する私見」 

藤田浄秀 横浜医学第 70 巻 1 号 P83～ 
     「漢数字と算用数字との誤用と混乱」 
   ｅ）度量衡の単位及び略号 単位は国際単位(SI)を用い，ピリオドをつけない．次の例に準ずる． 

 例：m ㎝ ㎜ ㎛ ㎚, ㎏ g ㎎ ㎍ ng pg, m2 cm2 mm2, m3 cm3 mm3 (ml,dl併用可)，°(度)  

′(分) ″(秒) ｄ(日) h(時) min(分) ｓ(秒) ㎳ ㎲, ℃(温度), ㏖/L ppm(物質濃度), Ci R 

㎭, SD(standard deviation) SEM(standard error of means), P(probability), OD(optical 

density). その他特殊な単位は JIS 又は“SI 単位”参照のこと． 

   ｆ）引 用 文 献 引用順に本文中の引用個所右肩に片括弧（例……Virchow１））で番号を付し，次の例の記 

           載法で末尾に番号順にまとめる．特に句読点に注意する．6 名まで全員記載し，7 名以上は 

                     最初の 3 名を記載する．誌名を略記する場合は,本邦のものは医学中央雑誌刊行会編,医学中

央雑誌（医中誌）の略誌名を用い,外国のものは Index Medicus（PubMed）を用いることとす

る． 

           （雑誌） 著者名: 論文題名. 雑誌名, 巻(号): 始頁－終頁, 発行年. 

           （和文）  

川瀬弘一, 内田正志, 矢ヶ崎英晃, 他: 臨床像の特徴・疫学. 小児外科, 49(12): 1212- 

1216, 2017. 

（欧文） 

Parving HH, Brenner BM, McMurray JJ, et al: Cardiorenal end points in a trial of  

aliskiren for type 2 diabetes. N Engl J Med, 367(23): 2204-2213, 2012. 

（単行本） 著者名: 表題（章を引用の場合）. 書名 (編集者名) (版数). 出版社名,  

引用頁（始頁－終頁）, 発行年. 

（和文）  

鈴木俊介, 鈴木淳一: 呼吸機能からみた識別診断. 気管支喘息の周辺疾患 (秋山一男,  

中川武正, 斎藤博久 編). 現代医療社, 209-219, 1996. 

（欧文）  

Ito S, Kanno H, Kondo K, et al: Mutations and loss of heterozygosity of the von  

Hippel-Lindau tumor suppressor gene in sporadic central nervous system hemangio- 

blastomas. Brain Tumor Research and Therapy (Nagami M Ed), Springer-Verlag, 277- 

282, 1996. 

（WEB サイト） 発行所: 題名. Web サイト URL 

厚生労働省：我が国の人口について. https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_21481.html 



 

   ｇ）図･表･写真 ① A4 判 1 頁に収まる大きさを限度とし，本文とは別にまとめる． 

           ② 図は原則としてそのまま原版図となるものとする． 

           ③ 図 1，表 1，写真 1，のようにして本文中に挿入すべき場所を明記し，欄外に朱書き 

で指定する． 

           ④ 図・表・写真の題・説明（原則として和文）は別紙にまとめて記載する． 

           ⑤ 表には原則として縦線は入れない． 

  ２）英 文 
    基本的には和文執筆規定に準ずる．本文は原則として 15 枚以内とする．原稿は 11 point 大の文字で 
    作成する．項目立ては以下に大文字で示したとおりとし，各項目には（ ）内の内容を記載する． 
    各項目は頁を改めて新たに記述しはじめるものとする．TITLE PAGE (the full title of the article; the full 
     name(s) of author(s) and affiliation(s); a short running head of not more than 50 letters including 
     spaces; address to which proof and all correspondence should be sent), ABSTRACT (not more than 
     300 words; and key words of not more than 5), TEXT (divided into the sections of Introduction, 
     Materials and methods, Results, and Discussion), ACKNOWLEDGEMENTS, REFERENCES, 
     TABLES, FIGURE LEGENTS. 
６ 原 稿 の 採 否 編集委員会が決定する．論文は編集委員（必要により編集委員が適当と認めた者を含む） 

            により査読され，内容の修正を求めることがある．基礎研究・臨床研究いずれにおいても 

            倫理委員会での承認，同意書の取得等の倫理面への配慮に関する記載も採否の対象とする． 

７ 校 正 校正は全て著者の責任において行う．原則として文字校正のみ．原文の変更・追加は認め 

            ない．「正誤表」は作成しないこととする． 

８ 費 用 ① 掲載料は 1 頁 12,000 円（研究業績の掲載料は 1 頁 7,000 円），但し依頼した総説につ

いては無料とする． 

            ② 別刷代は全額著者負担． 

            ③ 英文(Abstract)校閲料は一件につき 3,000円． 

(但し Native Speaker 校閲済みサインがあるものを除く) 

              英文論文原稿の Native Speaker による校閲は著者の責任において行う． 

            ④ 校正時，変更箇所が広範囲に及ぶ時には実費を請求する． 

９ 提 出 先 〒236‐0004 横浜市金沢区福浦 3‐9 横浜市立大学医学会事務局(A207 号室) 

E-mail:gushin@yokohama-cu.ac.jp 

10 提 出 期 限 下記のように定める． 

 

※第 3 号は研究業績集とし，他の論文は掲載しない． 

提出期限（5 月 15 日）を過ぎた場合は，次年度の 

研究業績集に掲載する． 

 

 

   注 1 提出期限内であっても，原稿が多数の場合には次号に掲載されることもある． 

      （編集委員会において審議する） 

   注２ 提出期限を厳守すること． 

11 著 作 権 「横浜医学」に掲載された論文等の著作権は「横浜市立大学医学会」に帰属する． 

                       また,委嘱された著作権には,複製権,公衆送信権を含むものとする.インターネットによる 

利用は,横浜市立大学医学会が許諾した Web サイトとする．ただし,著者は「横浜医学」に

掲載された論文等の複製,または公衆送信を行うことができる. 

12 二 次 出 版 「横浜医学」に掲載された和文論文を，欧文誌に投稿，もしくは欧文誌に掲載された論文を，和

文で「横浜医学」に投稿するものを二次出版とする．二次出版は以下の条件を必要とする． 

① 双方の編集委員会の許可を得ること． 

発 行 予 定 日 原稿提出期限 

第 1 号(1 月 30 日発行) 前年 11 月 15 日 

第 2 号(4 月 30 日発行) 2 月 15 日 

※ 第 3 号(7 月 30 日発行) 5 月 15 日 

第 4 号(10 月 30 日発行) 8 月 15 日 



② 初出誌が発行されてから1週間以上経過していること． 

③ 二次出版の論文が異なる読者を対象としていること． 

④ 初出誌の論文データや結果・考察を反映させること. 

⑤ 脚注に初出誌の雑誌名（巻，号）を明記すること． 


